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アビセル SFセルロース (粒子サイズ 6-10/Hn)とセ/L,ローースパウダーD (粒子サイズ 150-400FEm)
a_)二種のセルT1-スを含水 ･密閉下マイクロ波加熱した後酵素糖化した｡
マイクロ波照射後直ちに温度が上昇し, 10-12分の処理で 230℃ となった｡ 温度の上昇に伴ない酸の生
成が認められ,pH は低下した｡230℃ の加熱では約 009mcqの酸が生成し,pH は3･0-3･2となった｡
還元糖の生成は 180℃ 以上の加熱で認められ,235oC ではアビセル SFセルロースの場合10･5%,セルロ
ースパウダー1)の場合 6.5%であったoマイクロ波加熱によりセルp-スが分解しブルコ-スと七 一コオ リゴ
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2. 実 験 方 法
2.1 試 料
セルロ-ス試料としてパルプ起源のアビセル SFセルロース (旭化成工業,薄層クロマ トグラフノ乱 粒




AI3-L2型耐圧ガラス管 (耐圧ガラス工業)にあらか じめ水分含量を求めた2gの試料を入れ裾留水 14ml
中に懸濁した｡アスビレーjZ-で滅圧して十分水をセルp-ス中に浸透させた後常圧下ステンレス製の栓を
して封管した1,2)｡マイクロ波加熱は東芝 rMB-3210型マイクロ波オ-ブン (周波数 2,450±50MHz,出力
2･4kW)を用いて,既報の方法1)に準じ,ll-13分内の時間マイクロ波を照射することにより行なった｡加
熱渦度 (最高到達温度)は 6T-16型サーモスタット赤外線温度計 (三栄測器)を用いて測定した｡
2.3 分析方法
2.3.1 セルロースに対するマイクロ波加熱作用の分析








た16)｡ また,この中性成分の分子量分布は BioGelP-2(-200メッシ;i)のカラム (100×1.4cm)を用
いたゲル折過 (GFC)により分析した｡溶出は水を用いて 40℃ で行ない RI-8型示差屈折計 (東洋曹達)
を用いてモニターした｡中性のオT)ゴ糖や単糖の組成分析は AminexHPX-87P(300×7.8cm)を用いた
高速液体クロマトグラフィー (HPLC)と薄層クロマトグラフィー (TLC,メルク Art5744;溶媒,1-ブ
タノール :2-プロパノール :水-3:12:4,V/V)を併用して行なった｡HPIJCについては 70oCの水を用
いて溶出し,示差屈折計でモニターした｡さらに,マイクロ波加熱後得られる水可溶性成分の紫外 ･可視領
域の吸収スペクトルを測定し (UVDEC-1型分光光度計,日本分光),セルロースの加熱分解過程のモニタ









に 20mlの 0.5M 酢酸緩衝液 (pH 4.8)を添加後蒸溜水で 100mlに した｡ この試料にメイセラーゼ
(CEPB5042,明治製菓)を 200mg加え (基質濃度2.0%,酵素濃度0.2%), トルエンを数滴滴下後 40oC
･一別ト1-






成分量 (重量減少量),pH を測定した (Fig.1,2)｡マイクロ波の照射とともに温度が上昇し,10-12分間




の pH が低下した｡ この pH の低下は 160℃ 以上で顕著となり,230℃ では pH が約 3･0-3･2となっ
た｡酸の生成量についてはアビセル SFセルロースとセルロースパウダーD間に目立った差が認められなか
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わずかで,230℃ の加熱においても 1.Omeq を越えることはなく.220-230℃ における生成量 (0.05へ′
0.09me(1)は リグノ七ル コーースの場合1～Li,6)の l/3-1/36にすぎなかった｡
･方,還元糖生成量と重量減少最の上昇はいずjtも 180oC 以上.にな/)ては L:/めて認められ, 以後渦度の
上柚こl'-･ない増大したO特に.220℃ 以上では急激に増大し,本実験における最高到達湿度 (235-241oC)
に到 ってもリグノセル ロ…スの場合に認められた極大値は存在しなかった｡235oCにおける還元糖生成量と
重量減少率はアビセル SFセ′レロースの場合それぞれ 10.5%および 16･0%であるのに対し,セルロ…スパ
ウダーDの場合ではそれぞれ 6.5%,および 13.5%と小さいO これらの値をリグノセルロースの場合卜 4,6)
と比較すると還元糖の生成量には有意差が認められなかったが, 重量減少率は リブノセルp-スの場合の
--H'lI..
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1/4-1/2にすぎなかった｡ リグノセルロ･-スの場合には,セロオリゴ糖の他に-ミセルロース由来のオリゴ
糖が生成するために水可溶性成分の量が多くなったと考えられる1～4,6)｡
orig.n ? 5 7 4 障 子1 Fron†













びマンノースの存在が示された｡セロオリゴ糖の生成は TLC (Fig.3-A)や GFC によっても確認され
た｡GFC の溶出パターンは図示しなか-:)たが HPLC の結果と全く同一であった｡一方,TLC では,中
性糖の他,5-(ヒドロキシメチル)-2-フルフラールの生成が認められ, セルロースはグルコースに分解する
と同時に二次分解がおこっていることが示された (Fig.3-A)｡ 次に, - ミセルロース性単糖の存在が示さ
れたので,GLC により生成した中性単糖の組成をさらに詳しく分析した｡単糖組成値は両セルロースにつ
いてほほほ等 しかったので,アビセル SFセルロースの結果のみを示 した (Table1)｡HPLCによって存
在が示されたキシロースとマンノースの他,微量のアラビノースが遊離してきていることがわかった｡アラ
ビノースとキシロースの占める割合は 200oC 以上の温度では加熱温度の上昇に伴ない低下したが,グルコ
-スの割合は加熱温度の上昇とともに逆に急激に増大した｡ 一方, マンノースは 215℃ 付近で最大となっ
た｡アビセル SFセルロースはパルプ起源のセルロースであるのでグルコマソナ,/系統のグルコ-スも含ま
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ロ -ースを純化することができる可能性を示 している｡そこで,マイクロ波加熱後折過 ･水洗して得た残活セ
ルロースを酸加水分解 してなお残存 している- ミセルロース含量の定量を試みた (Table1)｡ その結果,
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Reduc汁1gSUgO｢ (%)
I:ig.4. DependenceorultravioletabsorptlOn SPeCtra01-degradation orcellulose.
Symbols:MicrowaveheatingofAvicelSFCelluloseat179℃ (a),192oC (b),
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に,マイクロ波加熱後得られる水溶液の吸収スペクトルを分析した (Fig･4-A)｡アビセル SFセルロース
とセルロースパウダーD とは互に類似したスペクトルを与えたので前者の結果のみを図示した｡7水溶液は
200-700nm の波長の範囲では 226nm に小さい吸収と 282nm に大きい吸収の二つの吸収ピークを有し
ており,300nm 以上の波長では吸収のピークは観測されなかった｡ また,水溶液をいったん 40oC で-ノミ
ボレークーを用いて完全に蒸発乾固した 後再度水に可溶化して吸収スペクトルを測定したところ,226nm
の吸収は消失し,しかも 282nm の吸収ピ-クが 283nm と 1nm 長波長側にシフトし,吸光度が低下す
ることがわかった｡このことから,セルロースのマイクロ波加熱では280nm 付近に吸収を有する揮発性の

























これより5℃ 高い 245℃ ではさらに糖化率は向上し,アビセル SFセルロースの場合81%,セルロース
パウダーの場合 60%となった｡重量減少率と還元糖生成量との差は2.0-5.5%と小さいので効果的に糖化
が進行していることがわかる｡ 先に用いたワットマン CFllセルロースの場合,240℃ における酵素糖化
率は43･2%であった5'｡いま,これらの三種のセルロース標品の粒子サイズの大きさの順はセルロースパウ
ダーD>ワットマンCFllセルロース>アビセル SFセルロースであるのに対して,糖化されやすさの順
序はアビセル SFセルロース>セルロースパウダーD>ワットマン CFllセルロースとなっている｡ セル
ロースパウダーDとワットマン CFllセルロースはいずれもコットン起源のセルロースであり,前者の方
さいアビセルSFセルロ-スほ極めて良好に糖化される｡従って,粒子サイズの小さい方が酵素の攻撃しう




以上, 本研究の結果を要約すれば, 七JLlコ-スは 210cc 以下のてイ/tコ波加熱には安定であ-つたが,
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